















行課題（Continuous Performance Test; CPT）が広く用いら
れている。CPTは，Rosvold, Mirsky, Sarason, Bransome, and 


























という報告がある（Stevens, Pearlson, & Kiehl, 2007; Gomes, 


























































































































































































れた。Orinstein and Stevens （2014）ではFAについてADHD
児と定型発達児との間に差が生じるという結果を示しておいる
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